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PCI+ ご使用にあたって

注 – 正常に動作させるには、PCI+ のサポートを追加する I/O アセンブリをシステム
に取り付けてから、Solaris オペレーティングシステムを再インストールする必要が
あります。Solaris 9 OS の場合は、Solaris 9 9/05 以降のバージョンを再インストール
してください。Solaris 10 OS の場合は、Solaris 10 3/05 HW1 以降のバージョンを再
インストールしてください。

本書では、Sun Fire E2900/V1280 システムを PCI+ I/O アセンブリ (IB_SSC アセン
ブリ) にアップグレードする際に、重複する MAC アドレス指定を修正する手順につ
いて詳細に説明します。

PCI+ をサポートするようにアップグレードした Sun Fire E2900/V1280 システムで
は、ユーザーが IP マルチパスを実行する場合に EEPROM の変数である local-mac-
address? が true に設定されていると、現行バージョンの OpenBoot™ PROM 
は、両方の Ethernet インタフェース全体に同一の MAC アドレスを割り当てます。

重複する MAC アドレスを修正するには、OpenBoot PROM コマンドを作成し、シス
テムを起動するたびに ok プロンプトから実行する必要があります。
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手順として、ok プロンプトで次のように入力します。

コード例 1 に示すようにテキストを入力すると、コマンド add-local-mac が作成
されます。このコマンドが作成されたら、必ず一度実行する必要があります。コマン
ドを一度実行すると、システムが再起動され、Ethernet インタフェースに適切な 
MAC アドレスが割り当てられます。

注 – add-local-mac コマンドは、システムを再起動するたびに必ず一度実行する
必要があります。

コマンドを作成し、システムを起動してから、システムに対して入力した add-
local-mac コマンドの例を次に示します。

コード例 1 add-local-mac コマンドの追加

ok : add-local-mac 
" /ssm@0,0/pci@18,700000/network@1" begin-select-dev
" local-mac-address" delete-property
mac-address     encode-bytes  " local-mac-address" property
end-select-dev

" /ssm@0,0/pci@18,700000/network@3"  begin-select-dev
" local-mac-address" delete-property
mac-address over 5 ca+ dup c@  1 + swap c!
encode-bytes  " local-mac-address" property
end-select-dev
mac-address drop 5 ca+ dup c@ 1 - swap c!
;

コード例 2 add-local-mac コマンドの実行

{10} ok : add-local-mac
]   " /ssm@0,0/pci@18,700000/network@1" begin-select-dev
]   " local-mac-address" delete-property
]   mac-address     encode-bytes  " local-mac-address" property
]   end-select-dev
]
]   " /ssm@0,0/pci@18,700000/network@3"  begin-select-dev
]   " local-mac-address" delete-property
]   mac-address over 5 ca+ dup c@  1 + swap c!
]   encode-bytes  " local-mac-address" property
]   end-select-dev
]   mac-address drop 5 ca+ dup c@ 1 - swap c!
] ;
{10} ok add-local-mac
{10} ok
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